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ルカによる福音書８章26 ～39 節
一行は、ガリラヤの向こう岸にあるゲラサ人の地方に

着いた。イエスが陸に上がられると、この町の者で、悪

霊に取りつかれている男がやって来た。この男は長い

間、衣服を身に着けず、家に住まないで墓場を住まい

としていた。イエスを見ると、わめきながらひれ伏し、大

声で言った。「いと高き神の子イエス、かまわないでく

れ。頼むから苦しめないでほしい。」イエスが、汚れた

霊に男から出るように命じられたからである。この大は

何回も汚れた霊に取りつかれたので、鎖でつながれ、

足掬をはめられて監視されていたが、それを引きち

ぎっては、悪霊によって荒れ野へと駆り立てられていた。



'1

イエスが、「名は何というか」とお尋ねになると。「レギ

オン1と言った。たくさんの悪霊がこの男に入っていたから

である。そして悪霊どもは、底なしの淵へ行けという命令

を自分たちに出さないようにと、イエスに願った。ところで、

その辺りの山で、たくさんの豚の群れがえさをあさってい

た。悪霊どもが豚の中に入る許しを願うと、イエスはお許

しになった。悪霊どもはその人から出て、豚の中に入った。

すると、豚の群れは崖を下って湖になだれ込み、おぼれ

死んだ。この出来事を見た豚飼いたちは逃げ出し、町や

村にこのことを知らせた。そこで、人々はその出来事を見

ようとしてやって来た。彼らはイエスのところに来ると、悪

霊どもを追い出してもらった人が、服を着、正気になって

イエスの足もとに座っているのを見て、恐ろしくなった。
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成り行きを見ていた大たちは、悪霊に取りつかれて

いた人の救われた次第を人々に知らせた。そこで、ゲ

ラサ地方の人々は皆、自分たちのところから出て行っ

てもらいたいと、イエスに願った。彼らはすっかり恐れ

に取りつかれていたのである。そこで、イエスは舟に

乗って帰ろうとされた。

悪霊どもを追い出してもらった大が、お供したいとし

きりに願ったが、イエスはこう言ってお帰しになった。

「自分の家に帰りなさい。そして、神があなたになさっ

たことをことごとく話して聞かせなさい。」その人は立ち

去り、イエスが自分にしてくださったことをことごとく町

中に言い広めた。



"『

悪霊に取り憑かれた男

・イエ ス様 は弟 子に命じて 船に乗り､ガリラヤ湖

を渡って｢ ゲラサ 人 の地｣ に来られた

ロゲラサ人の地は湖の南岸で､異邦人が住んでいた

(汚れた動物である豚を飼っていた)

・悪 霊に支 配され誰もコントロ ールできなかった

口｢長い間、衣服を身に着けず、家に住まないで墓場

を住まいとしていた｣

口｢鎖でつながれ、足掬をはめられて監視されていた

が、それを引きちぎっては、悪霊によって荒れ野へ

と駆り立てられていた｣
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な ぜ 福 音 書 には 悪 霊 の話しが多 い のか

・原因の分からない症状は悪霊の仕業だと考

えられていた

口例:狂犬病・てんかん発作・伝染病など

口目に見えない得体の知れないものへの恐怖

・悪霊の働きが盛んだった
ー
口神の御子がこの世に来られたので、悪霊たちも
ささやかな抵抗を試みた

・今でも悪霊は人に取り憑くのか?

ロイエス・キリストを主として受け入れている人には
近づくことすらできない1



"『

悪霊、ひれ伏す

「イエスを見ると、わめきながらひれ伏し、大声で言っ

た。『いと高き神の子イエス、かまわないでくれ。頼むか

ら苦しめないでほしい。』」

・悪 霊はイエス様をよく知っていた

口「いと高き神の子」だと告白?した

・悪 霊はイエス様を恐 れた

口わめきながらひれ伏し、大声で命乞いをした

口「かまわないでくれ。頼むから苦しめないでほしい」

i==･「底なしの淵へ行けという命令を自分たちに出さな

いようにと、イエスに願った。」



"『

追い出された悪霊

・この男 には多くの悪 霊 が取りついていた

・なぜイエス様は悪霊の名前を聞かれたのか?

。｢レギオン｣とはローマの大隊( 六千人ほど)の意

・悪 霊どもは｢ 底なしの淵｣ へ 落とされることを

恐 れ､豚 の 中に入ることを願った

ロイエス様が許されたので、悪霊たちはこの男から

出て行き、豚に取り憑いた

口悪霊が豚に入ると。豚は崖を下って湖に落ちた

・この地方 の人たちはイエス様を恐 れた

ロイエス様に出て行ってもらいたいと願った



"『

家に帰って証ししなさい

・正 気 に戻った 男

l==･「服を着、正気になってイエスの足もとに座って」

口悪霊の支配から解放された

･==1「お供したいとしきりに願った」

・イエ ス 様 は 一 緒 に行くことを許 さな かった

に=1「自分の家に帰りなさい。そして、神があなたにな

さったことをことごとく話して聞かせなさい。」

口「その人は立ち去り、イエスが自分にしてくださっ

たことをことごとく町中に言い広めた。」



"『

ウィルスの恐怖に取り憑かれた人々

・今 世 界 は ウィル ス の 恐 怖 に 取り憑 か れ て いる

口目に見えない得体の知れないものへの恐怖

・イエ ス 様 は 私 た ちを 死 の 恐 怖 から解 放 され た

口「ところで、子らは血と肉を備えているので、イエスも
また同様に、これらのものを備えられました。それは、

死をつかさどる者、つまり悪魔を御自分の死によって
滅ぼし、死の恐怖のために一生涯、奴隷の状態にあっ

た者たちを解放なさるためでした。」ヘブライ2:14-15

・す べ て のもの は イエ ス 様 の 前 にひ れ 伏 す1

。「キリストは、万物を支配下に置くことさえできる力に

よって、わたしたちの卑しい体を、御自分の栄光ある

体と同じ形に変えてくださるのです。」フィリピ3:21



"『

武漢在住の牧師の手紙から

この町で私たちが疫病に直面している時、キリ

ストも私たちと共におられます。疫病(コロナウィル

ス)は私たちに害を与えることはできません。同時

に、私たちが疫病の中で死ぬなら、それはキリスト

を証しする機会であり、さらにキリストの栄光に入

る機会です。

ですから兄弟姉妹の皆さん、キリストの愛によっ

て強められてください。この疫病で死と福音を深く

理解する時、私たちはキリストの愛をより深く経験

し、より神を近くに体験することができます。
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